








田 L. L. Pasinetti分配理論の構造・貢献・分配政策的意義
N 新古典派的観点からの検討
1. P. A. SamuelsonとF.Modiglianiによるネ食言す













































































(2) S =Sg十Sl 
資本家・労働者の貯蓄函数は，
(3) Sg=sgGg 
(4) S1=s1 (G1十L) ' 1 > Sg> s l> 0 
需給一致を示す総貯蓄Sと総投資Iの均衡条件は，































Cg 1 I SJ 




Cg 1 I Si y 
(9) 「ア＝一一一一一一一一一一一





G I己n に， L-1＝~十一＿＿！＿＿＿＿）を決定しなければならないo





16） 守Gt /_ TKt¥ 




G 1 I s1 Y , rK1 
(1同 一＝一一一一一一一一一一十一一sg-s1 K sg-s1 k ’ K 
すべての労働者の貯蓄が資本家へ貸し与えられる場合には，均衡状態では，
(1), (6）式によって Y-Gg=G1十L となり，次の 2つの孟℃のようになる。
(1) S1 =K1 
(12) S1 K1 s1 (Y-Gg) sgs1 Y s1 
S K I sg-s1 I sg-sz 
この（1)式は労働者の貯蓄が労働者の取得する資本量に等しいことをあらわし
ている。（12）式は，総貯蓄がどのようなものであろうとも，労働者の財産分配率




G 1 I s l y I Sg s l y s l ¥ 
(13) ー＝一一一一一一一一一一一一＋rト一一一一一一一一一｜
sg-Sz K sg-sz K ¥sg-s1 I sg-s1/ 
G 1 I s l I Sg s l K s l K ¥ 
(14) －＝一一一一一一一一一十 Tト一一一一一一一一一一｜





変数10(G, Cg, G1, S, Sg, S1, L1, K, K1, r）であるから，完全な




G 味にわいて，キlj潤率ーが資本利子率引’等しいとき，即ち， _g_=rのときには，K ~ 




(1日 G I-stY I-stY KSg I = K 
労働者の貯蓄は国民経済において投資された総貯蓄を構成しないこと，即ち，
(16) I -st YキO
を仮定して，（15）式の両辺を（1印式で除して整理すれば，利潤率三が得られる O
G 1 I （間 一＝一一K Sg K 
同様にして，（14刷、ら総利潤分配率与が得られる o
(18) G 1 I y Sg y 
いま，資本家が消費しないこと，即ち， Sg=1を仮定すれば，たとえ St>O 
であっても，（17),(18）式はそれぞれ（19），位。式のようになる。









































総貯蓄が不変であることを意味する。従って，利潤所得の差（ 1 -st) - ( 1 
-sg) G1 は（21）式を貯蓄性向を用いて書き直した次式で示される労働者の貯蓄s1 ・ 
Lによって相殺される。
(2) G1 Cg 














































註（2) Pasinetti, L. L.，“Rate of Profit and Income Distribution in Relation to 
the Rate of Economic Growth”， K E. S., Vol. 29, 1962, pp. 267ー 279.
(3) Kaldor, N.，“Alternative Theories of DistributionぺR.E. S., Vol. 23, 
1955-6, pp. 83 100. 
(4) Kaldor分配モデルの問題i,1：〔については多くの論者によって指摘されている。その文
｜献は，発 1~年代）I闘に列挙すれば，拙稿で示される。 拙稿，「労働者階級の財産所有







で、ある。 Kaldor, N., op. cit., p. 95. Pasinetti, L. L., op. cit., p. 270. 
⑦ 「市l]t笠原用」（“InstitutionalPrinciple”）が存花する。 Pasinetti, L. L. , op. 
cit. , p. 270, p. 272. 


















1. P. A. SamuelsonとF.Modiglianiによる＋食言す


































































註（7) Samuelson, P. A. and Modigliani, F.，“The Pasinet ti Paradox in Neoc-
lassical and More General ModelsぺR.E. S., Vol. 33, 1966, pp. 269-301. 
(8) Pasinetti, L. L., op. cit., pp. 272-273. 
(9) Pasinetti, L. L.，“New Results in an Old Flamework: Comment on Samu-
elson and Modiεliani ”， R. E. S., Vol. 33, 1966, pp. 303-306, especially 
p. 306. 
(10) Kaldor, N.，“Marginal Productivity and the Macro-economic Theories of 
Distribution: Comment on Samuelson and Modiεliani”， R. E. S., Vol. 33, 






































(25) r=ay _ ~Y －一－aK . K 





(28) Y= G+ L
ロ到 G=( 1－α）TKg＋α［g y 1 ＞α＞O 
(30) L=Lm+Lz 
(31) Lm= ( 1 －α）rK1 。2) Lz=(l－α）wN1＋αlz Y 
(3) Ng=/gN 
。心 N1=l1N
(35) /g= 1-lz 
(3日 Kg=sgG l>sg>sm>sz>O 
(37) K 1 = smLm十s1L1
? ????〜?
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このモデルは式17（包3),(2日～休日式），変数17(K, Kg, K1, G, L, Lm, L1, 
r, w，α，fg, l1, Ng, N1, N, Z, x）であるから，完結したモデルが構





f=(l-p< n-x{ (1－α） p Z ( sg-sm）＋石川 1一同（Sm一
川，石＝s1＋αfg(sg-s1)

















市 p( 1－α） S.g 性3)











性5) η＿ dZ 1－αs l 









註 (12) 巨視的諸分配理論に見られる。特に， Bombach, G.，”Spekulationen "Liber die 
Entwicklung der Einkommens-und Vermogensverteilung auf sehr lange Si-
cht“，in Schneider, E. (hrsg.), Wirtschα:jtskreislauf und W irtschα:ftswαch-




(13) p < 1を仮定すれば，再分配政策的観点からは少なくとも正の値の分配効果が導び
かれる。
_ . d Y _ ・ d x . dK 
(1心馴式から得られる Y-XKを時間 tで徴オして，一一－Y 一一＝.t 一一＝ K d t ’d t ’d t 
y .t K dKg とおけば， －＝－＋－…・・①となる 閉式を時間 tで微分して一一＝ Kg,K ， 。’dt 
dK, ~＝ k lとおけば， k=kg+Kr…・・②． ②式へ（36),(37J，側，（31),(32), (24），側，
d t 
「 K r 
(26), （却を順次代入して整理すれば， K=Ylp(l一α）-]f-(sg一同）+{ Sz ＋αf g ( Sg 
-s,) ｝十ρ（1 一α ）（ sm-s1 ）~ ③ ③式の両辺をKで除して，側，側式を用い
て， s1＋α／g(sg-s1）＝石とおけば，長＝ x{p(l一α）Z (sg-sm) ＋訂＋p(l一α）・
(sm-s1) } ④． 間式の対数をとれば， logY=logA ＋仰gK+(l-p）同N1・
d(logY) _ d (logK) d (logN 1) この式を時間 tで微分すれば， -p +(1-p) 
dt dt dt 
これを書き直せば，予＝p}+(1 -p）令 ⑤ ⑤式へ献納入した式 と
④式を①式へ代入して整理すれば，位1)式が得られる。。9）式から得られるKg=ZKを時間 tで微分して，豆互8=k i互＝Zとおけば，d t g, d’t 
4:-=i+l・ ⑥ 旧日，ω，仇白5），白紙により， Kg=sgY{(1ーα）pit-
＋α叶 この式の両辺をKgで除して（39）式を代入して得られる式へ（4献を代入すれば，
-f:＝乎｛ p ( 1－α）Z＋α1d ⑦ ⑥式ヘ⑦，④式を代入して整理すれば，
閥式が得られる。
(15) p ( 1－α）（ Sg -Sm+ SI）孟Stでなければならない。
dZ S1 l 一αρ~sg-sm)(l ーα ）2
日制 d(lー α）＝pてs;--sm)(1一α）2 ' 一言「ー ＝ p ( 1ー α）（sg-sm+sz)-s1
あるから，（45）式が得られる。
θわ ρ（1 －α） s l
(l'TJ否s;= F2 >O，・．・ 1>p ＞‘0, 1 ＞α＞O, l>sg>sm>s1>0 
祭－；＝ .f!_(l づ~Sgー s川，～（ 1叫 （sg-sm+sd-s1 , 
-288ー
- 39 -










S 1 = sf G 1 + s 1 L



























S sgGg s1L sfG 








(51) s ＝一一一一十 y 
この式から， sf=SI (1)ときに資本家の取得する不断配率与が得られるo
Cg s St 
Y sg-s1 sg-s1 (52) 
S I 均衡成長の下では， s＝ー＝ーであるから，（52）式が（8）式に対応することは明y y 
らかである。均衡成長の下でも（ s~ =stに対しでも），所得・財産の制度的分配















G Gg+Gz (54）式において α＝ 0のときには，総利潤分配率一即ち， tが得られ
Y’ 
る。









s いま，（ロ）式の意味は Sz ＝玄~Kz に変形で、きるから，この式ヘ（3), (4）式を代
入すれば，労働者の貯蓄性向Szが得られる。
6日 Kz sgGg sgKz Cg sz ＝~ G1+L =---y;-G1+L 
この式は，労働者の貯蓄性向Szが均衡成長の下では資本家の貯蓄性向Sg，資本











1 _Qι K1 
Kg G1 十L
＋与1 I 
Sg ( 1 Gg K1 ¥ y 






Cg G1 2 つの利潤率J(gーと~が等しいという仮定の下で，間式の両辺ヘ
K1 ¥ (, G1 K1 ¥ 
G1十 L ｝ 「 .L －~G1 十L} 
すれば，
Q_ ( y -G I y G1 G1 y -G ¥ -1 I 
Y¥ G1+L 1G G1+L一一δ－G1 十Lj一石Y
G 1 この式の左辺の小括弧内は lであるから， Pasine ti分配モデルの（18）式"'tr＝；：－・
I ~g 






























註（18) Kromphardt, J., ,,Kapitalbildung in Arbeitnehmerhand und Einkommensve-
rteilung in Gleichgewicht‘； Zeitschrift f. d. ges. Staαtsw., Bd. 122, 1966, 
ss. 24 7-257, insbesonders ss .252-257. 
G .、 Gg _fu___=s-s1 (I) 
(1到 α ＝ O とおいた（印式の両辺へ~ーを加えれは，－γ＋ y 石士吉7…ω． キJj潤
~ G，・ K!.. 立二}i
率に関する仮定立－立ι－壬Lの下で、は ~＝一__Ki_ー＝一五－＝_fS_J_. G K -Kg - K l ’ Y y y K y 
…②． この②式を①式へ代入して得られる式へK=Kg+K1という総資本量の分配
式を代入して整理すれば，（印式が得られる。
(20) Kromphardt, J., a. a. 0., s. 257. 
2. M. Neumannによる中食言す




Kromhardt は， Pasinetti分配モデルの背後に存在する「基本的関係J を「
仮定」とみなしている。このことはChangも示しているが， Changの批判に対















=K1, dλ － λ ［， K 五＝ λ とおいて得られる式了寸－xヘK1=
51, K1=Sg+S1, Kg=K-K lを代入じて整理すれば，
側 l_=(l Kt ¥(St ~＼ 
¥ -/()¥Kt Kg ) 
労働者の財産分配率λは 次の2つの場合のどちらかの場合には一定である。
第1に，労働者の取得する総資本量が存在する場合，即ち，与し＝ 1である場
人命 St Sg St K -






K 常にある一定の値に K 」
St Sg守酒、 St s によって， Kt'_：乏百か生しる。この意味において，例えは， ~＞＋.のと













S1 K1 とに言及している。この関係式----s;-=K；ーの右辺を利潤率 Tだけ増大させるな
らば，長＝話7この式ヘ（3),(4）式と註（1日の仮定の式を代入して整理すれば，
倍。 ? ?? ?














































註 (21) Neumann, M.，” Sparquote der Arbeiter und funktionale Einkommensver-
teilung“， Zeitschrift f. d. ges. Stαtsw., Bd. 127, 1971, ss. 744-747, 
insbesonders s. 745. 
(2) Chang, P. P.，“Rate of Profit and Income Distribution in Relation to the 
Rate of Economic Growth: A CommentぺR.E. S., Vol. 31, 1964, pp. 103-
105, especially p. 103. Pasinetti, L. L.，“A Reply to Professor Chang”， 
R. E. S., Vol. 31, 1964, p. 106. ChangはPasinetti分配モデルには次の2つ
G Gg G1 K1 S1 の重要な仮定，即ち，－＝一一＝ーーと一一＝ーーが存在していることも指摘した。K Kg K1 K S 
白3) Kromphardt, J., a. a. 0., s. 256. 
白4）と白5) Neumann, M. , a. a. 0. , s. 7 46. 
(26) Neumann, M., a. a. 0., s. 747. 
白羽 Kromphardt, J., , Bemerkungen zu M. Neumanns Komimentar“， Zeitsch-
rift f. d. ges. Staatsw., Hd. 127, ss. 748-749, insbesonders s. 749. 
-G1+L Gg G1+L s-s1 






















Molitor, B., B . Vermδgensverteilungαls wirtschaftspolitisches Problem, 
1965, ss. 121-141. Preiser, E., Theoretische Grundlagen der Vermoge-
nspolitik, 1964, ss. 41-67. Bosch, W., Ve1・mogensstreuung, 1965, SS. 
37-80, ss. 139-186, ss. 222-243. Kung, E., Eigentum und Eigentumsp-
olitik, 1964, ss. 55-105, ss. 159-200 (Zweiter Tei!: Eigentum und 
Eigentumspolitik im Lichte von Recht und Gerechtigkeit.). 
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